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１．はじめに	
社会情報学科では、学生の「社会人基礎力」向上を目的として、2016 年 10 月～2017 年










エブリイ PBL では、「経営戦略」を受講する社会情報学科の 2 年～4 年次生 88 名、およ
び各グループの学生ファシリテーターとしての役を担う経営戦略を専攻する山口ゼミ生
15 名の計 103 名が学年の垣根を超えた混成チームを編成した。特に、3 年と 4 年は自分が
専攻するゼミ（経営学、経済学、法学、社会学、情報科学、歴史学など）に所属しており、
それぞれの得意分野を持ち寄り課題解決に挑戦している。	




持ち込まれた課題は、岡山市横井上にあるイズミヤ津高店跡地に 2017 年 3 月末に出店、





イは、この「エブリイ Okanaka 津高」を、21 世紀における地方の新しい LSCivという形態
として、GMS の新業態、地域再生のモデル施設、ならびに SCvでも GMS でもない、新しい業
態の確立への足がかりにと考えている。	







エブリイ PBL の期間は、2016 年 10 月から３月末オープンまでの 6カ月で、全 19回講義、
3 つのタームに分かれた。次に各タームでの内容を示す。	
第 1 ターム	 	
第 1～5 回	 講義	
n 経営戦略の理論学習	
第 2 ターム	 第 6・7 回	 サービス企画事例研究	
n USJ 事例研究	 	 講師：（株)ユー・エス・ジェー	 マーケティング	
n 東急電鉄事例研究	 講師：(株)SC&パートナーズ	
第 8 回	 講義及びディスカッション	
n 課題説明：エブリイが目指す店舗・サービス企画について	
	 講師：(株)ホーミーダイニング代表取締役、開発担当チームほか	 計 8 名	
第 9～11 回	 グループワーク	
n 調査結果集計と分析、サービスイメージ（コンセプトや内容など）の作成	
n エブリイ開発チームによる各グループへの指導	




第 13 回	 講義及びディスカッション	
n 最終発表に向けてのテーマの提示	
n 中間発表の振り返り作業	
	 講師：(株)ホーミーダイニング代表取締役、開発担当チームほか	 計 8 名	




第 19 回	 第 2 回目	 最終発表会	
n 10 グループの発表と審査（14 人の審査委員）	
n 提案内容の採否決定	
n 上位 3 グループを(株)エブリイが表彰第 3 ターム	
サービス企画	 実施検討機関	
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３－１	 第１ターム	









	 この PBL のメインとなる第 2 タームは、12 月、1 月。(株)ホーミーダイニング代表取締
役、開発担当チームほか、計 8 名の方々に「エブリイ開発担当チーム」を組んでいただき、
約 12 回にわたるエブリイ PBL がスタートする。	
学生の発表は、テーマは異なるが、中間発表的位置付けの第 1 回発表会（12 月 22 日）











	 2 月、3 月。これまでの計 2 回の発表で提案された企画の中から、エブリイ開発担当チー
ムが選んだ企画を、発表したチームメンバーと社会情報学科の「経営戦略ゼミ」の 3 年次





ターム 2 の実際を詳細に紹介する。第 1 回中間発表に向けて、エブリイ開発担当チーム
から提示されたテーマは、以下の通りである。10 チームが以下の 4 つのテーマから各チー
ム 1 つ選択して企画を行った。	
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	図３：エブリイ開発担当チームからテーマ提示	
	
グループ討議を始めて約 1 カ月後の 12 月 22 日（木）、中間発表的位置付けの第 1 回目発


























	 第 2 回最終発表に向けて、エブリイ開発担当チームから提示されたテーマは、以下の通
りである。10 チームが以下の 6 つのテーマから各チーム 1 つを選択して発表を行った。	
















1 月 30 日（月）、最終発表会となる第 2 回では、エブリイ開発担当チーム 8 名に加え、






















	 審査員を務めた総合情報学部長は、「第 1 回目の中間発表と比較して、パワーポイントの
出来やプレゼンテーション能力だけでなく、取り組み方そのものが格段に進歩、向上して





なお、4 階フリースペース企画で第 2 位にあたる優秀賞を受賞した「チーム関ジャニ∞」
の「4 階における施設全体の集客を考えた具体的な企画	1、000 坪のエブリイ農園」は、実




















                                                   
i	 イノベーション・ラボⅠ・Ⅱ（3 年次）とは、演習形式で実施する「イノベーション・ラボⅠ・Ⅱ」の
ことであり、Ⅰ、Ⅱでそれぞれ 10 のプロジェクトを開設し、学生は自身の興味・関心にしたがって、こ
















                                                                                                                                                     





行代理店などの第 4 次産業も入居する商業施設である。百貨店やアウトレットモールを含む。 
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